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標準ビジネスプロトコルの構成について
ここでは、CI-NET標準ビジネスプロトコルの名称、構成について規定するものである。
第1節　名称
本ビジネスプロトコルは「CI-NET標準ビジネスプロトコル｣（略称「標準ビジネスプロトコル｣）と称する。
第2節　改訂番号（バージョン・ナンバー）
標準ビジネスプロトコルの発行された版を示すため、名称に続けて改訂番号（バージョン・ナンバー）を示す。改訂番号は、「Ver.○.○」というように、正数と小数点以下の数字の組合せで示す。シンタックスルールなど内容に大きな変更がなされた場合には正数の桁を、それ以外の改訂については少数の桁数の数字を増やす。現在の改訂番号は「Ver.1.5」である。
第3節　標準ビジネスプロトコルの構成
標準ビジネスプロトコルの構成を以下のように定める。
1　章・節・規約番号
標準ビジネスプロトコルには複数の規約が含まれる。各規約およびその内容を章、節、規約番号によって整理する。規約番号は「.（ポイント）」で区切られた一連の数字で表し最大3つのレベルを持つ。
2　標準ビジネスプロトコルで定める規約
標準ビジネスプロトコルで定める規約は以下のとおりである。各規約においては、その内容に応じてさらに細かい規定を行う。
表0.0.1-6　標準ビジネスプロトコルで定める規約




第1章　標準ビジネスプロトコル使用規約


第1節　標準ビジネスプロトコルの適用範囲


第2節　標準ビジネスプロトコルの改訂


第3節　CI-NETのコード体系


第4節　標準企業コード使用規約





第2章　情報伝達規約


第1節　通信手順規約





第3章　情報表現規約


第1節　シンタックスルール


第2節　標準メッセージ規約


第3節　標準メッセージ作成規則





第4章　業務運用規約および取引基本規約(CI-NET運用諸規則）


　 4.1　VANを前提としたCI-NET運用諸規則


　 4.2　CI-NET運用ルール(VAN版)


　 4.3　CI-NET運用ガイド(VAN版)


　 4.4　VANを前提としたCI-NETによる電子データ交換（EDI）に関する


データ交換協定書（参考例） 


第1節　電子メールを前提としたCI-NET運用諸規則


第2節　CI-NET運用ルール（電子メール版）


第3節　CI-NET運用ガイド（電子メール版）


第4節　電子メールを前提としたCI-NETによる電子データ交換（EDI）


に関するデータ交換協定書（参考例）


第5節　電子メールを前提としたCI-NETによる電子データ交換（EDI）


に関する運用マニュアル（参考例）
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